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今
年
は
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
起
き
、
さ
ら
に
９
月

に
は
同
じ
能
登
地
方
で
豪
雨

災
害
に
よ
る
甚
大
な
複
合
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
昨

今
、
猛
威
を
振
る
う
自
然
災

害
に
い
か
に
備
え
る
か
―
。

東
京
の
中
心
地
に
暮
ら
す
住

民
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
講
師
の
土
屋
信
行
氏
は
工

学
博
士
で
、
東
京
都
で
道
路

・
橋
梁
・
下
水
道
・
街
づ
く

り
・
河
川
事
業
に
従
事
。
江

戸
川
区
土
木
部
長
も
歴
任

し
、
現
在
は
リ
バ
ー
フ
ロ
ン

ト
研
究
所
技
術
参
与
な
ど
を

務
め
て
い
る
。
著
書
に
「
首

都
水
没
」
「
水
害
列
島
」

「
災
害
列
島
の
作
法
」
が
あ

る
。

　
午
後
６
時
半
か
ら
始
ま
っ

た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
司
会
を

務
め
た
富
士
商
會
の
仲
田
重

明
部
長
は
「
能
登
半
島
で
は

地
震
に
続
き
豪
雨
と
な
り
、

自
然
災
害
が
年
中
発
生
し
て

い
る
状
況
だ
。
そ
う
し
た
中

で
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
講
演
い
た
だ

く
」
と
講
師
を
紹
介
し
た
。

　
講
演
に
移
り
、
土
屋
氏
は

２
０
０
人
以
上
が
犠
牲
と
な

っ
た
西
日
本

豪
雨
災
害
を

例
に
出
し
、

当
時
、
避
難

指
示
が
出
て

逃
げ
た
人
は

何
人
い
る
か

と
参
加
者
に

質
問
し
た
。
土
屋
氏
は
97
％

の
住
民
が
逃
げ
な
か
っ
た
と

し
て
、
洪
水
や
地
震
を
わ
が

事
と
し
て
受
け
取
れ
る
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と

指
摘
し
た
。

　
続
い
て
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
の
映
像

を
紹
介
。
住
宅
の
倒
壊
や
津

波
、
海
岸
の
隆
起
の
様
子
な

ど
を
映
し
出
し
、
地
震
や
洪

水
は
同
じ
場
所
で
繰
り
返
す

だ
け
に
準
備
を
怠
ら
な
い
よ

う
注
意
を
促
し
た
。
建
物
の

耐
震
化
に
つ
い
て
も
、
新
耐

震
の
住
宅
は
揺
れ
に
対
し
て

無
傷
だ
っ
た
点
も
強
調
し
耐

震
化
の
重
要
性
に
も
言
及
し

た
。

　
土
屋
氏
は
東
京
の
水
害
の

歴
史
に
つ
い
て
も
述
べ
、
明

治
43
（
１
９
１
０
）
年
の
東

京
大
洪
水
を
は
じ
め
、
カ
ス

リ
ー
ン
台
風
（
１
９
４
７

年
）
、
キ
テ
ィ
台
風
（
49

年
）
、
狩
野
川
台
風
（
58

年
）
な
ど
過
去
の
水
害
や
、

最
近
の
台
風
19
号
な
ど
に
よ

る
被
害
を
紹
介
。
「
洪
水
は

自
然
現
象
、
水
害
は
社
会
現

象
」
だ
と
し
て
、
東
京
と
い

う
低
地
で
暮
ら
す
人
々
に
と

っ
て
ど
う
安
全
に
暮
ら
す

か
。
水
害
を
災
害
に
し
な
い

よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

と
強
調
、
「
知
っ
て
、
恐
れ

て
、
備
え
る
」
大
切
さ
を
訴

え
た
。

　
ま
た
、
土
屋
氏
は
自
然
災

害
を
補
償
す
る
保
険
に
つ
い

て
東
日
本
大
震
災
時
の
例
を

出
し
、
「
保
険
に
加
入
し
て

い
た
人
と
未
加
入
の
人
で
は

天
国
と
地
獄
と
も
い
え
る
ほ

「
知
っ
て
、恐
れ
て
、備
え
る
」大
切
さ
強
調

仲田氏

土屋氏

秋山氏

地元の参加者でにぎわった防災セミナー

　
創
業
百
年
を
超
え
る
保
険
代
理
店
の
富
士
商
會
（
東
京
都
千
代
田
区
、
中
江
宏
社
長
）
は
11
月
８
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
エ
ッ
サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
で
「
災
害
時
　
命
を
守
る
に
は
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？
」
の
テ
ー
マ
で
防
災
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
し
た
。
神
田
東
紺
町
会
と
の
共
催
で
開
か
れ
た
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域
の
住
民
を
対
象
に
昨
今
猛
威
を

増
す
自
然
災
害
に
つ
い
て
学
び
、
防
災
減
災
へ
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
も
の
。
講
師
は
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

工
学
博
士
の
土
屋
信
行
氏
。
会
場
に
は
約
60
人
が
参
加
し
た
。

神
田
で
地
域
防
災
セ
ミ
ナ
ー
開
催

地
震
と
水
害
リ
ス
ク
を
啓
発

富士商會

ど
の
違
い
が
出
た
」
と
伝

え
、
保
険
の
重
要
性
も
伝
え

た
。

　
講
演
後
、
仲
田
氏
が
富
士

商
會
を
紹
介
。
昨
年
12
月
に

環
境
省
が
策
定
す
る
中
小
企

業
向
け
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
21
（
Ｅ
Ａ
21
）
」
の
認

証
を
取
得
し
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
の
あ
い

さ
つ
で
、
同
社
の
秋
山
正
勝

取
締
役
は
土
屋
氏
の
述
べ
た

「
知
っ
て
、
恐
れ
て
、
備
え

る
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の

頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｓ
、

Ｏ
、
Ｓ
」
と
覚
え
る
と
よ
い

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
参

加
者
に
対
し
て
土
屋
氏
の
書

籍
が
配
ら
れ
た
ほ
か
、
千
代

田
区
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
東
京
防
災
の
書
籍
が
提
供

さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
住
民
か
ら
は

「
災
害
を
わ
が
事
と
考
え
、

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
印
象
に
残
っ

た
」
と
い
っ
た
声
、
ま
た
、

火
災
保
険
に
つ
い
て
「
耐
震

に
つ
い
て
は
割
引
が
あ
る

が
、
自
然
災
害
全
体
に
対
応

し
た
等
級
制
度
等
を
含
め
る

の
は
ど
う
か
」
と
い
っ
た
ア

イ
デ
ア
も
寄
せ
ら
れ
た
。


